別表第2
「情報公開法に基づく請求に応じて開示する情報と､請求があっても開示しない情報」

	（１）情報公開法に基づく請求に応じて開示する情報

	開示情報の種類
	開示内容
	開示方法

	①入試に関する規程、規則、内規、申合せ等
	開示依頼関係部分
	同法の定めによる


	②入試関係会議の通知状、会議記録等
	開示依頼関係部分
	同法の定めによる




	（2） 情報公開法に基づく請求があっても開示しない情報（不開示情報）

	①出願書類：入学志願票、志望理由書、推薦書、調査書、健康診断書、障がいを有する志願者の相談申請書、各種証書・証明書等（個人情報）

	②出題委員名、採点委員名及び面接委員名（個人情報、事務事業情報）

	③個人に関する情報：志願者名、合格者名、不合格者名、入学者名、本人の氏名のふりがな、入学辞退者名、本人及び保証人の住所（その他、本人の氏名と組み合わされた本人の性別・生年月日・出身校名、受験学科）

	④総合型選抜（私費外国人留学生入試に限る。）、編入学試験、特別支援教育特別専攻科入試、養護教諭特別別科入試及び大学院入試における試験成績学力検査の教科・科目、小論文、面接等の試験成績

	⑤試験得点調整を行うプログラムのソースコード（事務事業情報）

	⑥高校・大学別合格者数：全学及び募集区分ごとの合格者数

	⑦合否判定資料：受験者全員の成績一覧表

	⑧学力検査の教科・科目、小論文、面接、実技、論述審査及び口述審査の答案等

	⑨具体的な採点・評価基準：当該年度の問題や課題を想定して作られた具体的基準

	⑩募集区分ごとの合格者が10人以下の場合における一般選抜、総合型選抜及び学校推薦型選抜における合格者試験成績の最高点、最低点及び平均点

	⑪編入学試験、特別支援教育特別専攻科入試、養護教諭特別別科入試及び大学院入試における合格者試験成績の最高点、最低点及び平均点

	⑫その他開示すると受験者の権利利益を侵害し、又は入試の適正な実施に著しく支障を生じる情報（個人情報、意思形成過程情報、事務事業情報）



